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1　はじめに
　我々の日常生活は大幅に改善され，飛躍的に豊かになり，文化的な水準も
かなり向上してきた。しかし残念ながら，未だに生活のゆとりは乏しく，毎
日の生活に追われているという状況にもある。家計内のムリ，ムラ，ムダを
排除し，モノを大切にし，買い物上手となり，賢い消費者となることはそう
安易いことではない。生活の量的水準のみならず質的水準をも向上させ，各
家計に最も適した個性的な生活を送るために，会計思想及び企業会計に利用
されている各種手法を，家計にも導入することが急務となってきている。企
業会計においては利潤原理が支配的であるが，家計においては必ずしも統一
的な支配原理が作用している訳ではない。むしろ，各家計独自の原理を探究
することが課題かもしれない。
　何よりも，最初に家計の実態を正確に把握することである。そのために，
簿記の記帳方法の考え方を家計にもとり入れることにする。日給制から月給
制への社会環境の移り変わる中で，明治39年，羽仁もと子が考案した「家計
簿」は現在でも大いに利用されているが，現状では改善を必要とする内容も
数多く有していると思われる。そこで，現状の家計に適合するように，しか
もより効果的に，利用しやすい形の新しい家計簿を提案し，この家計簿を中
心としてより科学的に家計を管理することを考えてみたい。
　キャッシュレスによるプラスチックマネーが普及するに従って，今までの
ような経験とカンによっては，家計を適切に管理できないであろう。そして，
ホームバンキングにより，通信回線を通じて入出金処理が迅速に手軽に行わ
れるようになると，今まで以上により正確な家計管理を行う必要性が生じて
こよう。ハイテク時代にマッチした家計管理を実施するために，家計簿をよ
り有用に作成し，そしてより有効に利用するための各種方法を以下考察しよ
う。
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1　家計管理の意義と必要性
　家計とは，家庭生活を営むために，収入を得て，財やサービスを購入する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注1）ために支出している，このような世帯の収入と支出を総称している。
　家計を適切に管理することによって，生活を豊かに合理的に送ることを可
能にしてくれる。家庭生活の目標は，一般的に生活を充実させて，健康で文
化的な暮らしを送ることであろう。各世帯が個性化し，多様化している現状
では，それぞれの世帯が自分達の人生観，生活観に基づいて，独自の目標を
設定すべきである。少なくとも，各世帯に共通して考えられることは，最少
限のゆとりがあり，現在の生活を楽しみながらより向上させて，長期的に安
定した潤いのある生活を送りたいということであろう。
　現状の家庭生活環境の特徴を要約すると，次の点が指摘されよう。
（1〉所得金額が伸び悩んでいる。
（2）消費者物価は相変らず上昇傾向にある。
（3）税金や社会保障費の負担は増加傾向にある。
（4）円高傾向でしかも金利変動が激しい。
（5）相変らず貯蓄率は高く，高金利商品に敏感に反応する。
（6）ローン生活に苦しんでいる世帯が増加しつつある。
　このように，我々の生活環境はかなり厳しく，庶民生活はより切実となっ
ている。このような生活環境において，どのように家計をやりくりしていく
かが重要な課題である。安全にしかも効果的に人生航路を歩んでいくために
は，企業経営や会計における管理手法を家計にも積極的に導入していくこと
が必要であろう。特に，計画的な家計を築いていくことが重要である。収入
を安定させ，支出を合理化し上手に使い，そして貯蓄を適切に増加させて，
賢く貯めて，将来効果的に支出し，より充実した人生を送りたいものである。
　家計管理を実施する場合には，収支のフロー面のみならず，ストック面に
も配慮しなければならない。欧米に比較して，まだストック面ではかなり見
劣りがすることも事実であるから，これらの課題解決の一手段として，以下
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新しい家計簿に関して考察する。
皿　家計簿による科学的家計管理
　1．家計簿の意義と必要性
　現在，婦人雑誌の新年号の付録として又は，各出版社が発行する家計簿は，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注2）総発行部数において1千万部にも上る程になっている。　　この驚異的なベ
ストセラーである家計簿とは何であろうか。本稿では，次のように定義した
いo
　家計簿とは，特定世帯の家庭生活を計数により，継続的に記録，計算，整
理し，その結果として，一定期間にかかわる収支計算及び財産の増減を明ら
かにするための帳簿である。
　各世帯のそれぞれの家庭生活を対象としており，各世帯が記録する主体と
なる。家庭生活をするためには，必要な財やサービスを購入しなければなら
ない。これらの購入のためには，収入を得る必要がある。このような過程を
繰り返しながら生活しているのである。家庭生活活動には，貨幣による収入，
支出が必然的に伴なってくる。こうした内容を主に金額的に記録，計算，整
理する帳簿が家計簿である。
　家計簿は家計の実態を適正に把握するための手段であり，生活の羅針盤と
して機能する。それでは，何故に家計簿は必要なのであろうか。次のように
主要な理由を要約できよう。
（1）正確な計数管理の必要性
　我々の家庭生活をより合理的に送るためには，これまでのどちらかと言え
ば，経験とカンによる方法では困難となってきている。クレジットカードの
普及，信用販売の増加，自動引落制度の定着等，より複雑な消費形態となっ
ており，正確な記帳による実態の把握は必要不可欠である・このためには家
計簿を利用せざるをえないのではないか。正確な計数管理が可能となると，
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上手に買物ができ，ムダを省くこともでき，当然2重払いは防止できる。
（2）計画的生活の必要性
　豊かな生活を送り続けるためには，計画的に家計を営むことが条件となろ
う。我々は毎日を豊かに，しかも将来的にも豊かに生活したいと望んでいる。
このためには，将来を見通して計画的な生活を考える必要がある。それには，
計数的に計画し，そして計画通りとなっているかを度々チェックすることで
ある。その結果として，ゆとりのある生活が可能となろう。このような手段
としても家計簿はなくてはならない存在である。
（3）歴史的記録の必要性
　（1）と（2）は，家計簿の最も根本的な必要性であるが，（3）については必ずしも
全世帯に必要なものとは考えられない。しかしながら，我々の生活を記録す
ることによって過去を振り返ることができ，我々の歩みを思い出させてくれ
る。日記が最も適切な歴史的記録であろう。しかし毎日欠かさずに日記をつ
けることは大変難しいので，簡単なメモ書きをとり入れた家計簿で代用する
ことができる。家計簿の中味を見ていると，その生活の実態が浮彫にされる。
そこで，生活史として家計簿を利用することが考えられる。
（4）医療費控除の資料としての必要性
　所得税額を計算する場合に，医療費控除の制度がある。医療費控除を適用
するためには，病院からの領収書を大切に保管しなければならない。場合に
よっては，病院で領収書を発行しないこともあり，受領した領収書を粉失し
てしまうこともある。原則として，医療費控除を受けるためには，領収書が
なければならないことになっている。最近の事例によれば，実際に医療費を
支出した事実が正確に判明すれば控除が認められるように，かなり緩和され
てきている。この事実を裏付ける資料として家計簿を利用することができる。
家計簿に，日付，治療者名，病名，病院名，所在地，医療費額が記載されて
おり，家計簿の適正性が保証されていれば，医療費控除の適用が可能となる。
このように家計簿自体にかなりの信頼性が寄せられている。
　以上のように，家計簿は多面的に活用することができるし，新しい利用方
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法を捜し出すことも可能であろう。
　2．収支計算構造
　家計簿の記帳は，収入と支出に基づいてなされる。収入とは，現金が流入
し，増加した状態である。支出は，ちょうど収入の逆であり，現金が流出し，
減少した状態である。従って，収支計算とは，現金主義に基づいて，現金の
流入と流出を計算することである。すなわち，現金の増減計算である。次の
ように簡単な算式を考えることができる。
　　　　　　収入一支出一現金増減額
　この算式に現金の期首有高を加えると，期末有高が算出される。
　　　　　　期首現金有高＋（収入一支出）一期末現金有高
　　　　　　期首現金有高＋期中現金増減額一期末現金有高
　経済学的には，所得・消費計算の構造が用いられている。所得とは，勤労
等によって獲得した財貨を総称し，消費とは，家庭生活を送るために支出さ
れた内容を総称している。消費とはならない，税金，社会保険料等は，特に
非消費支出と呼ばれている。所得・消費計算構造を次のような算式で示すこ
とカぐできる。
　　　　　　所得一非消費支出一可処分所得
　　　　　　可処分所得一消費支出一余剰（黒字〉
　可処分所得と消費を計算し，両者の差額としての余剰を算出する構造であ
る。
　収支計算と所得・消費計算との基本的な違いは，財務収支項目を含むかど
うかである。すなわち，収支計算では，財務収支項目（借入，貯蓄）を当然
包含しなければならないが，それに対して，所得・消費計算では財務収支項
目は除かれる。借入れをすれば収入となるが，これは所得ではない。借入れ
を返済すれば，これは支出となるが，もちろんこれは消費ではない。貯蓄を
すれば支出となるが，もちろんこれ億消費ではなく，経済学的には余剰の一
部が貯蓄されたことになる。
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　両者の計算目的が根本的に違うので，当然計算構造は相違してくる。家計
簿は収支計算を基礎とするのであるが，所得・消費計算的思考を部分的にと
り入れることは可能であろう。すなわち，区分方式の家計簿を活用すること
である。詳細は後に検討する。
　3．資金概念の拡大
　今までの家庭生活は，ほとんどが貨幣（現金）を中心として行われてきて
いる。すなわち，現金が唯一の支払手段として機能してきたのである。しか
しながら，金融機能の発展により，現金の相対的重要性が減少しつつある。
そこで，資金概念を今までのような現金だけに限定した考え方から脱皮しな
ければならない。
　支払手段として，現金に代わって，預金が重要視されてきている。現金の
場合には貯蓄機能として利息を生まないが，預金の場合にはわずかであるが
利息を生むという機能をも有している。しかしながら，預金の種類を目的に
よって区分することによって，支払目的の預金か，貯蓄目的の預金かを分け
ることは可能であり，むしろ明確に区分した方が適切であろう。一般的に考
えれば，通貨（支払）性預金としては，郵便貯金と普通預金が該当する。
　このように資金概念を拡大しなければならない状況となった理由としては，
次の3つの事項の影響が多大である。
（1）給与の自動振込み制度の普及
（2）カード等による信用取引の増加
（3）公共料金等の自動支払制度の普及
　今までの家計簿では，以上のような内容が記載されない場合が多かった。
実際には預金を通して入金，出金が生じているにもかかわらず，手許の現金
に変化が生じないために，記帳されずに終っている。これらの内容を組み込
んで記帳しなければ，正確な実態は把握できない。8割以上の人々が財布代
わりに預金を利用している事実を重視する必要があろう。
　金利選好に敏感となっている現状では，ムダな余分な預金をそのまま残し
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ておくことは数少なくなり，ある程度の有高になれば，貯蓄目的の預金に振
り替えることが考えられる。そこで，通貨性預金はどちらかと言えば，支払
目的のためにだけ使用されつつあると思われる。このような状況を踏まえて，
通貨性預金を包含した収支計算を構築した方が，より実態に即していよう。
従って，通貨性預金を含めた現金預金を資金概念として採用する。より正確
には，現金及び通貨「（支払）性預金概念の誕生である。このような資金の流
入と流出，そして有高を記帳することが必要となる。
　4．家計簿の様式と区分方法
　家計簿の様式を考案する場合には，使いやすさを第一に重視しなければな
らない。使いやすくないと，記帳の継続性測呆たれなくなる可能性があるか
らである。できる限り，明瞭にしかも簡潔となるよう癒様式を創造すべきで
ある。
　企業会計のための簿記においては，取引の日付順に記帳する仕訳帳と，勘
定科目別の増減を記帳する元帳との両方の帳簿が必要不可欠である。そこで
この考え方に基づいて仕訳帳的な帳簿と元帳的な帳簿という体系の様式を採
用している家計簿の例もある。しかしながら，限定された取引数と勘定科目
数の観点から，できる限り使いやすさを考慮して，両帳簿を統合した多欄式
の様式を採用することを提案する。支出の内容がある程度限定されているの
で，科目別に集計しやすくするために，特別欄を設けた多欄式が適切であろ
う。基本的には各世帯に最も適した様式を考案すべきことを推めたい。参考
のために図1に試案の様式を掲げ，以下簡単に説明する。
　区分方法をうまく利用することによって，評価・分析がしやすくなるので，
この点を最も重視した様式である。基本的な区分方法としては，所得・消費
計算的なものと，財務収支とに区分する。消費支出と非消費支出を包含する
概念として，非財務支出という用語をここでは使用する。すなわち，非財務
支出とは，財務支出以外の支出の総称である。
　計算構造としては，所得から非財務支出計（非財務支出項目の支出額を合
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図1
家 計 簿
摘　　　要 日　日曜日 日月曜日 日火曜日 日水曜日
1　所　　　　得
?????????????????
2税金保険料
???????
主食費
副食費
その他
の食物費
3食物費計
4住居費
5被服費
6水道光熱費
7保健衛生費
8通信交通費
9家具備品費
10育児教育費
11教養娯楽費
12交際費
13小遣い
14雑費
非財務支出計
1一（2～14）収支差額????15貯蓄引出
16借入金
15十16財務収入計????17借入金返済
18貯蓄
17十18財務支出計
財務収支差額
総収支差額
現金預金有高
＊　前ページからの現金預金繰越高 円
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口禾??日 年 月　週分
摘　　　要 日木曜日 日金曜日 日土曜日 計 累計
1　所　　　　　得
?????????????????
2税金保険料
???????
主食費
副食費
その他
の食物費
3食物費計
4住居費
5被服費
6水道光熱費
7保建衛生費
8通信交通費
9家具備品費
10育児教育費
11教養娯楽費
12交際費
13小遣い
14雑費
非財務支出計
1一（2～14）収支差額????15貯蓄引出
16借入金
15十16財務収入計????17借入金返済
18貯蓄
17十18財務支出計
財務収支差額
総収支差額
内訓繋現金預金有高
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計1したもの）を控除して，収支差額を算出する。次に，財務収入計（財務収
入項目の収入額を合計したもの）から財務支出計（財務支出項目の支出額を
合計したもの）を控除して，財務収支差額を算出する。最後に，収支差額と
財務収支差額とを合計して，総収支差額を算出する。この総収支差額が現金
預金の当日の増減額を表わしている。そこで，前日の現金預金有高に当日の
総収支差額を加減したものが，当日の現金預金有高となる。
　科目名称に関しては，当該世帯の収支構造の特質を考慮して，金額的かつ
内容的な重要性から選択すべきである。あまりにも詳し過ぎても，逆に簡単
過ぎても問題であり，適正な科目数とすることが望ましい。
　非財務支出は，最も多くの内容が混在するので，より適切な科目に分類し
て使用すべきである。図1の試案では，13項目に分類されているが，適宜修
　　　　　　　　　　　　　（注3）正して利用することができよう。　　更に，食物費に関しては内容的に更分
類している。
　財務収支に関しては，貯蓄と借入金に分類すれば使いやすく，これで十分
であろう。
　参考のために，図2に試案の科目別の具体的な例示を示しておく。
　各日付の下欄の左側には具体的な内容及び数量等を摘要として書き，そし
て右側には金額を書く方式である。最後に，週間計を計として算出し，経過
分の週計を合計して累計として表示する様式である。様式の大きさとしては，
1頁A4位が手頃であろう。そして左側の頁と右側の頁を両面使って1週間
分としたらどうであろうか。
　5．家計簿の記帳方法
　一般的な収支計算期間を家計簿にも応用することにする。家計の期間とし
ては，一般的に所得税額の計算根拠になっている暦年（1月1日から12月31
日まで）が採用されるであろう。場合によっては，4月に給料の上昇があれ
ば，4月から翌年3月までの1年間とすることも考えられる。
　年間計だけでは，分析上は問題となるので，年間計の内訳として月間計が
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図2 科目別の具体例
1　所　得 給料，賞与，受取利息，受取配当金，受取家賃
2　税金保険料 各種税金，社会保険料，火災保険料，生命保険料
????主食費 米，麦，パン，うどん，ラーメン
副食費 肉，魚，野菜
その他の食物費 調昧料，果物，菓子，飲料，酒，外食
4　住居費 家賃，地代，家屋の修理代
5　被服費 衣料，靴，靴下，寝具，アクセサリー
6　水道光熱費 電気，ガス，水道，灯油
7　保健衛生費 理容，美容費，化粧品，ちり紙，医療費，薬品
8　通信交通費 切手，葉書，電話料，電車，バス，タクシー
9　家具備品費 家具，調度品
10育児教育費 ミルク，おむつ，授業料，教科書，学用品
11教養娯楽費 新聞，雑誌，書籍，花代，映画，旅行，けいこごと
12交際費 慶弔贈答品，来客接待費，寄付金
13小遣い 主人・主婦・子供の小遣い
14雑　費 町会費，その他2～13に該当しないもの
15貯蓄引出 貯蓄性預金等の引出
16借入金 借入（クレジット・月賦購入を含む）
17借入金返済 借入れの返済
18貯蓄 貯蓄性預金，有価証券の取得，生命保険積立額
算出されるようにすべきであろう。月間の考え方は，一般的に月初から月末
までであろうが，給料日を中心として給料日から翌月の給料日の前日まで，
例えば25日から翌月24日までと考えることもできる。
　そして，月間計の内訳として，前述したような週間計を利用するのである。
実績の計算は，逆に，日計，週計，月計，年計と集計されてくる。
次に，特殊な記帳処理方法について簡単に解説することにする。
（1〉現物を所得として計上する
贈答品をもらったり，自家作物を収穫した場合には，当該品物の通常の取
得価額相当額を所得として計上する。そして同時に非財務支出の何かの科目
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に同額の支出を計上する。あまり金額的に重要でなければ，それほど問題と
しなくてもよいが，食生活のかなりの部分を自家作物によって賄っている場
合には，これらを無視すれば，実態とあまりにもかけ離れてしまう。収穫時
と消費時がかなり相違する場合には，同時に計上することはできないかもし
れない。
（2）信用購入を購入時に計上する
　月賦やクレジットカードで品物を購入した場合には，支払時に計上するよ
りは，購入時に計上した方がより実態に即している。信用購入であるために，
購入時には実際の支出が生じない。そこで，信用金額を月賦会社，カード会
社から借入れたこととして記帳する。すなわち，財務収入としての借入金の
計上である。そして同額の支出を計上する。実際の支払時の処理は，財務支
出として，借入金の返済として記帳するのである。債務の発生を現金化させ
　　　　　　　　　　　　　　　（注4）て認識することが特徴となっている。
（3）給料は給料総額で所得に計上する
　給与所得者に関しては，給料総額から各種控除をされた手取額で計上する
ことも考えられるが，控除額の内容が不明瞭となるので，総額で所得に計上
すべきである。そして，各種控除額をそれぞれの性質に従って，税金保険料，
貯蓄に区分して計上する。
　6．家計用貸借対照表の作成
　企業会計における決算制度を家計でも採用し，毎決算期に収支計算表と貸
借対照表を作成し，これらを家族全員に公開し，承認をもらうようにして，
家族全員の参加による家計管理を実施することが期待される。1年に1回は，
収支の年間計を算出し，同時に財政状態をも把握するのである。財産の状況
を計算するために，家計用の貸借対照表（Home　Balance　Sheet）を作成す
ることになる。家計簿の記録を参考にしながら，期末現在の財産を網羅させ
て一覧に表示する。資産と負債を比較して，両者の差額である正昧財産額を
算出するような様式が考えられる。参考のために，図3に一般的な家計用貸
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借対照表を例示する。区分方法や科目使用に関しては，各家計の独自性を生
かして考案すべきであろう。
毎年の貸借対照表を比較することによって，1年間の財産状態の変化を知
ることができる。特に，ストックとフローの相対的なバランスに関しては注
目しなければならない。
期末現在の時価が客観的に測定できる財産は，できる限り時価で評価すべ
きであろう。もちろん原価も付記した方が望ましい。例えば，上場株式の評
図3
　　　　　　（家計用）貸借対照表
　　　　　　　昭和　　年12月31日現在　　　　　　　（単位：円）
資　産　の　部 負　債　の　部
現金・（通貨性）預金
???
月　賦
??????????
定期預金 クレジットカード
積立預金 住宅購入借入金
定額貯金 その他の借入金
公社債 借入金計
株　式 その他の負債
各種信託 1　負債計
保険積立金
正味財産額
（1－1）
社内預金
財形貯蓄
その他の金融資産
金融資産計
????
土　地
建　物
宝石・貴金属
その他の家財
家財計
その他の資産
1　資産計 合　　　　計
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価がこれに該当しよう。
　参考のために，図4に日本経済研究センターの予測による平均的家計の貨
借対照表を示しておく。
　7．予算管理の導入
　計画的な家計とするための一手段として，企業において最も有効に利用さ
れている予算を家計にも導入すべきであろう。過去の収支実績を分析し，将
来の収支計画を立案し，世帯員全員が納得しうる形で，目標となる予算額を決
定する。
　具体的な予算編成の手順を図5に示す。最初のステップは，過去の収支実
績を正確に把握することである。標準世帯と比較し，ムダや不合理部分を抽
出し，収支構造の特徴を明確にする。次のステップは所得予測である。所得
は内容的に限定されており，ある程度単独に予測するこ、とができる。そして，
図4　　　平均的家計の貸借対照表　　　　　　　　　図5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　予算編成手順
100
80
1980年
??????????? ????? ???? ?? ???
6・???????
???
OO?????????????? ?
2000年
??．?
16．1
2．8
3．6
6．7 41．8
23．0
　エ／罎
1．2
3一一・8．・．
鞭乙無
?｛」
3監＝5””＝覗
＝311“・1＝i題
49．6 38．5
80，469千円
通貨性預金　　　金定期性預金　融
株式8．0　　資
　　　産保険他9．6
耐久消費材
　　5．5
建物
土地
金融負債
正昧資産
過去実績の分析
所　得　予　測一…
非財務支出予測
財務収支予測
　　NO目標
YES
予算額決定
〔日本経済新聞昭和59年2月13日付〕
一203一
所得予測に基づいて非財務支出を予測する。各科目の支出割合のバランスに
は特に注意しながら，予測することが重要である。
　以上の予測結果を踏まえて，財務収支によって総収支を調整する。財務支
出は既に確定していたり，目標として確定している場合が多いので，主に財
務収入による調整となる。しかしながら，一般的には財務収入による調整は
できる限り少ない方が塑ましい。最後に，以上の結果が，家庭生活の目標と
相対的に比較検討され，目標を下廻れば非財務支出の見直しにフィード・バ
ックされる。場合によっては所得予測にフィード・バックすることもできる
が，所得はほとんど修正ができないであろう。このフィード・バックによる
見直しを繰り返しながら，目標を達成するようにする。そして，家庭生活目
標を達成できると，最終的に予算額として決定される。
　特に，この予算額決定のプロセスは，世帯員全員による決定とすることが
ポイントである。各世帯員が予算額を納得し，これを承認するのである。こ
の過程は，単なる計画倒れとならないようにするためである。世帯員全員に
よって予算額を自主的に達成するようにさせるために，特に重要である。
　年間の予算額を決定したら，これを月別に分解しなければならない。月別
の予算額を積上げて年間額とすることもできる。この場合には年間額が算出
されたら，生活目標と比較し，目標に達しなければ，各月別の予算額にフィ
ード・バックして見直しを行うことになる。
　参考のために図6に予算表の様式を例示する。
　予算額が決定されたら，どのようにして予算を達成するかが次のポイント
となる。月間の実績が算定されたならば，必ず予算額との比較検討を行うべ
きである。参考のために図7に予算実績比較表の様式を例示する。当月の比
較と，当月までの経過月の累計額による比較検討ができるような表示様式で
ある。特に差額が著しい科目に関しては，差額の原因追求がなされなければ
ならない。
　できれば，予算と実績を比較検討し，今後の対策を全員で話し会うために，
家族予算会議を毎月定期的に実施することが望まれる。家族全員による対話
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図6 （家計簿）予算表
昭和　　年度（単位：円）
摘　　　要 1月 2月 3月 4月 5月 間計
1　所　　　　得
?????????????????
2税金保険料
???????
主食費
副食費
その他
の食物費
3食物費計
4住居費
5被服費
6水道光熱費
7保健衛生費
8通信交通費
9家具備品費
10育児教育費
11教養娯楽費
12交際費
13小遣い
14雑費
非財務支出計
1一（2～14）収支差額????15貯蓄引出
16借入金
15十16財務収入計????17借入金返済
18貯蓄
17十18財務支出計
財務収支差額
総収支差額
現金預金有高
＊　期首現金預金繰越高 円
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図7 （家計簿）予算実績比較表
昭和　　年　　月（単位：円）
摘　　　要 当　　　月 累　　　計予算 実績 差額 予算 実績 差額
1　所　　　　　得
?????????????????
2税金保険料
???????
主食費
副食費
その他
の食物費
3食物費計
4住居費
5被服費
6水道光熱費
7保健衛生費
8通信交通費
9家具備品費
10育児教育費
11教養娯楽費
12交際費
13小遣い
14雑費
非財務支出計 せ
1一（2～14）収支差額????15貯蓄引出
16借入金
15十16財務収入計????17借入金返済
18貯蓄
17十18財務支出計
財務収支差額
総収支差額
現金預金有高
＊　月初現金預金繰越高 円
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を通じて．家庭内のコミュニケーションを円滑化させ，より円満な家庭を築
くことが可能となろう。
　実際の支出が行われる前に，予算額と対比して，できる限り事前において
支出へのコントロールを行うことが重要であることは言うまでもない。
　8．生涯計画の導入
　家計管理は毎日の生活や1年間の期間を主に対象とするが，その前提とし
て長期にわたる生涯計画を設定しておく必要がある。家庭生活がスタートし
た時から終了するまでの家族計画を綿密に予定して，長期的展望から家庭生
活を計画的に送れるようにする。特に，子供の教育，マイホームの購入，老
後の生活設計等を各家庭の目標に応じて見通しを立てておくのである。貯蓄
に基づく資金計画には多大な配慮をしなければならない。
　日本人は，教育熱心であり，マイホーム購入を強く希望し，老後生活への
不安がある等によって，欧米諸国に比べて非常に高い貯蓄率を維持してきて
いる。貯蓄目的に応じた貯蓄を行うためには，各家計のライフサイクルを考
慮しての生涯計画がなくてはならない存在である。貯蓄と言えば，一般的に
は金銭や物的財産の増大と考えるが，総合的な財産の相対的な増大にも注目
しなければならない。例えば，健康への貯蓄，知識への貯蓄，人間関係への
貯蓄も重要であり，短期的観点ではなく長期的観点から相対的に貯蓄を考え
　　　　　　（注5）ることである。
　参考のために，典型的なある家計の生涯計画を図8に例示する。家族構成
や必要資金の計画は最も重要であり’，そして必要資金を準備するための貯蓄
を計画的に予定しなければならない。不慮の病気や災害に備えるための貯蓄
をある程度は考慮して，ゆとりのある生活を送りたい。
　生涯計画を作成し，毎年の予算編成に反映させながら，5年目位には生涯
計画を見直すことも必要であろう。生涯計画を設定するのが難しければ，5
年間位の長期計画を設定して代用することも考えられる。
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lV　結びに代えて
　最後に，家計簿を評価・分析する場合の基本的な考え方を要約してみよう。
（注6）
（1）支払能力の確保
（2）各区分ごとの収支バランスの確保
（3）適正有高の確保
（4）資金効率の向上
　支払能力の確保とは，現金預金有高がマイナスにならないようにする。す
なわち，支出のアウトフローが収入のインフロー（ストックを含む）以上に
ならないように維持，確保することである。できる限り，ストックを除いた
総収支差額がプラスになるように努力すべきであろう。各区分ごとの収支バ
ランスの確保とは，所得と非財務支出，財務収入と財務支出という各区分ご
とのインフローとアウトフローが，適正なバランスとなるように維持，確保
することである。適正有高の確保とば，現金預金有高はある程度の余裕とし
ての支払能力を確保し，しかもあまり余分には保有しないように，適正な有
高を決定し，維持，確保することである。資金効率の向上とは，資金をいか
に有効に利用して，生活の向上に役立てるかを考慮することである。食物費
を節約し過ぎて健康を害したり，現在及び将来の生きる楽しみのための教養
娯楽費，小遣いを節約し過ぎて毎日が苦しくて，しかも長期的な展望に欠け
ても問題である。
　標準生活費と対比したり，各家計の目標と対比したり，生活の満足度を測
定したりして，より適切な家計管理を科学的に実践することである。
　家計を管理する方法に関しては，一般的な内容を解説することは可能であ
るが，各家計の目標は必ずしも統一されていないので，すべての家計に安易
にしかも一律的に適用することは疑問である。すなわち，前述したような内
容を理解して，各家計ごとに独自の管理目標を創造することが最も重要とな
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る。他人の家計をあまり意識することなく，自分達独自の個性的な家計を築い
て行くのである。科学的な手法を用いれば用いる程に，非科学的な行動をとる
ことが目につくかもしれないが，自分達の生活を充実させるために積極的な
試みを積み重ねながら，時々反省し，問題があれば再出発してもらいたい。
（注1）
（注2）
宮崎礼子・伊藤セツ編『家庭管理論』有斐閣，昭和53年，74頁参照。
日本経済新聞　昭和55年12月10日付夕刊参照。
参考のために，家計簿の記帳状況の資料を次に掲げておく。
（注）図1 家計簿の記帳状況（昭和60年）
つけていない
時々つける
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（注）図2 家計簿をつけない理由（昭和60年）
金はいるから
わからない
32．6
その他
??．?
?』?。???????????????????????? ????
めんどうだ 13．0
15．8
日段力ぐないカ・ら
　〔貯蓄増強中央委員会「貯蓄に関する世論調査」より作成〕
（注3）　参考のために，科目内容が多少異なるが，総務庁の「家計調査」による費目別
　　　消費支出の構成比を示しておく。
（注）図3　　　　費目別消費支出（年平均1か月間）
　　　　　　　　□食料　　　　目住居　　　囲水道光熱　口家具家事用品
　　　　　　　　囹被服履き物　吻保健医療　皿交通通信　齪教育　　　　　％
　　　　　　0　團教養娯楽　　皿その他　　　　　　　　　　　　　　　100
昭和40年
昭和50年
昭和59年
36．2 4，94，85，110，07．1 22．O
バ
難監監＝崔誤
i…擁
■3・・■器
29．9　　　　　　　　，04，04，9　8．9　　　　6，5　　　8．4　　　　　　26．6
?》
髪
亀、翼罷鶉
黛鼎
＝畿＝＝＝。
…鼎≡≡…
27．326．1　　　　　　4，8　6，04，16．8　　　　9．6　4，18 7
蕪舘曹働・＝3・
〔総務庁「家計調査」より作成〕
一211一
（注4）　月賦，クレジットカード等の信用取引によって何かを購入した場合に，今まで
　　　の記帳方法では，現金支払時，決済時に家計簿に記帳する方法がとられていた。
　　　購入し消費する時点と，現金支払時とはかなりの時間的なズレがあり，預金から
　　　自動引落しをすると記帳自体を忘れてしまう場合もある。基本的には，実際に購
　　　入し，消費した時点に認識し記帳すべきであろう。これは，発生した時点で認識
　　　すべきであるという発生主義の考え方である。家計簿は収支計算中心のために現
　　　金主義で認識するという考え方が大前提となっている。そこで，現金主義の考え
　　　方を貫き，発生主義的な考え方も部分的にとり込むことが必要と思われる・発生
　　　主義的な考え方を現金主義の中に組み込む方法として，「発生主義の現金主義化」
　　　という構想を提案したい。すなわち，発生時点で現金収支の取引を擬制的にとり
　　　込んでしまうのである。
　　　　購入時に，借入れをしたと考えて記帳する。借入れによって，例えば被服を購
　　　入したことになる。現金の有高に変動はないが，現金の増加と減少が同額生じて
　　　いるので記帳しなければならない。これは記帳するための一工夫である。そして，
　　　支払時には被服費の支出ではなく，借入れを返済したとして記帳する。参考のた
　　　めに仕訳で例示してみよう。
　　　　〔購入時〕　　現　金　××　〃　借入金　x×
　　　　　　　　　　被服費××”現金××
　　　　〔支払時〕　　借入金　××　〃　現　金　××
　　　　このような「発生主義の現金主義化」という構想は，収支計算構造の改善に役
　　　立つであろうし，しかも家計だけでなく企業会計にも適用して，発生主義損益と
　　　現金主義収支との統合を可能にしてくれるかもしれない。
（注5）　財テークブームが家計にも浸透してきており，マネー雑誌や講演会等が主婦層
　　　を中心に盛況である。関心が高まり，興味を持ち，実際に合理的な貯蓄行動をとる
　　　ことは大変重要であるが，トラブルが多発していることも見逃せないので，リー
　　　タンのみならずリスク面にも十分な注意をしなければならない。
　　　　金融自由化の進展を背景として，金利に対する反応も敏感となってきている。
　　　貯蓄増強中央委員会の調査で，貯蓄の選択基準として，収益性（利回り），安全
　　　性（元金保証），流動性（換金性）の3つを挙げ，どれを重視するかを問題とし
　　　ている。昭和58年以降流動性のウェートは減少し，安全性は多少変動があるが，
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収益性のウェートは確実に増加していることが注目される。　（貯蓄増強中央委員
会「貯蓄に関する世論調査」昭和60年参照）
　今後は，安全性と流動性をある程度考慮しながら，収益性を重視した選択が増
えると思われる。貯蓄目的や期間を考えて，最も適した貯蓄方法を組み合わせて
いくのである。そして，「貯える」から「殖やす」という発想の転換も必要であ
ろう。マル優等の今後の税制改革によっても，貯蓄動向及び選択は大きく影響を
受けるであろうから十分注目しなければならない。
　貯蓄を重視すれば，残った分を貯蓄すると言うよりも，目標の貯蓄額を事前に
決めて天引きとして，残りの金額でいかに効果的に消費生活を送るかを考えるべ
きである。一般的に次のような算式が参考となろう。
　　所得一（税金保険料＋強制的借入金返済額＋目標貯蓄額）一生活費
　次に，貯蓄に関して参考となる図表を掲げる。
（注）図4
0
貯蓄の目的
□病気・災害　目子供　　　囮不動産購入
［コ耐久消費財　国余暇関連　田納税資金
目老後の生活費
團目的はない　％
　　　　　　　100
昭和40年
昭和50年
昭和60年
32．6
，．????
?
o
　　　　　　氣
11．832．7　　　　　21．7 14．9 10．6
10．7
罐
一乳鶉
＝3…
饗??
17．2　4．31．2　　　　　24．3　　8．0
＝●
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〔貯蓄増強中央委員会「貯蓄に関する世論調査」より作成〕
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（庄）図5家計貯蓄率の動き
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（庄）図61人当たり金融資産残高
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（注）家計貯蓄率一家計貯蓄／家計可処分所得
（出所）各国の国民所得統計
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（注）換算レートは83年末のもの。
　　各国の「資金循環勘定」より
個人金融資産の内訳
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　公社 その他
80　　　100
　　（注）株式は市場価格で評価した時価換算額
　　　各国の「資金循環勘定」より
昭和61年4月20日付〕
（注）図8 世帯あたりの貯蓄保有額
692
ア00一一
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喜　　　　貯蓄保有額（単位　万円）
　　　　貯蓄保有蓼の年間手551
　　　　取り収入に対する
　　　　倍率（倍）　473
591
　　649
611
　　　　　402　　372349
一1．6
315 1．56
劔． 　　1．221．21 ．2　　　　1，35　　1，29 　　1．491．44 一1．4－1．2
倍
100一 一1．0
50年5152　53　545　56　578　5960
（注）貯蓄保有額は総務庁調へ、倍率は貯蓄増強中央委員会調べ
　　　　　　モテル世帯の生涯収支
（注）図g　　（昭和57年価格）
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　（’主）夫婦と子供2人のモテル世帯について、子供2人とも大学まで進む
　　ものとした計算である。ただし、住宅取得は含んでいない
22（歳）ll　l噂留．llll8・圏
〔日本経済新聞　昭和61年4月19日付〕
〔59年度国民生活白書〕
（注6） 拙稿「現金預金収支計算表の提唱」　『白鴎女子短大論集』昭和59年11月，82頁
参照。
（1986年7月31日）
（こんのつよし， 経営科　専任講師， 簿記原理・資金管理論）
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